
■ 幹事報告
（幹事 草村 安宏）

■来信案内
１）
訃報
和歌山東南ロータリークラブ 有本隆行会員が２月２７日にご逝
去（享年 87 歳）されました。
通夜式・告別式はご家族のみで執り行われたそうです。謹んでお
知らせ申し上げます。

２）
藤田千克由 ガバナー、松田健太郎 地区大会実行委員長、清田裕
幸 決議委員会委員長より、地区大会における大会決議案及び信
任状提出について。

■クラブより
１）
次週４月１日（水）例会は、場所と時間を変更し「創立記念花見
例会」として開催されます。
１８時３０分～「城見櫓」
会費 7,000 円は当日集金させていただきます。お釣りのないよう
ご協力よろしくお願いいたします。

■今後の地区行事

■点鐘

■国歌斉唱「君が代」

■ロータリーソング
「それでこそロータリー」

( ソングリーダー　宮川義行 )

■ 会長の時間
（会長　堤勝也）
先日、熊本市内で開催された会長幹事

会に出席いたしました。各クラブの近

況報告では、会員増強に関して多くの

クラブが試行錯誤を重ねている現状が

共有されました。順調に会員増強が進

んでいるクラブもある一方で、退会者

への対応や継続的な組織運営に苦慮しているクラブも少なくありません。

当クラブにおいても本年度は新入会員がありましたが、残念ながら退会者

も出ております。単に人数を増やすことを目的とするのではなく、来る 45

周年に向けて共に歩んでいただける仲間を着実に増やしていくことが重要

であると感じております。

当クラブの強みは、会員同士の関係性の良さにあります。親睦活動も活発

で、互いに支え合う風土が根付いている点は大きな魅力です。新入会員や

復帰会員に対しても、温かく迎え入れ、しっかりとフォローしていくことが、

今後のクラブ発展の基盤になると考えております。

また、他クラブにおいては高齢化の影響により解散を検討されている例も

あり、長年継続してきた事業の引き継ぎについて相談を受ける場面もあり

ました。クラブの活動や事業を継続していくことは容易ではありませんが、

現在のメンバー、そしてこれから入会される方々とともに、クラブの伝統

と事業を次世代へつないでいく責任を改めて認識いたしました。

本年度も残り 3 か月となりました。もし、クラブ活動に対して迷いや不安

を感じておられる会員がいらっしゃいましたら、ぜひご相談いただきたい

と思います。皆様が揃って次年度を迎えられることを心より願っておりま

す。

以上、会長の時間といたします。 震災から年月が経つと、どうしても記憶す。

●会長　堤　勝也
●幹事　草村安宏
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■ ロータリー情報の時間
（ロータリー情報担当委員　鈴木義親）

■ 委員会報告
（会長エレクト　福井学）

◆地区ラーニング協議会の参加方法

などについて

■ 委員会報告
（社会奉仕担当委員長　宮川義行）

◆ 3 月 15 日、ニュースカイホテル 

25 階で、米山奨学生修了式が行われ

ました。 魏芸亭さん、生駒会員と一

緒に出席しました。修了生 8 名、カウンセラー 17 名をはじめ、

35 名の参加でした。修了生とは、卒業後も学友会で連絡が取れ

るようになっています。25 日の熊大の卒業式出席のため、河南

省より魏さんのご両親が来日、初めての海外旅行が熊本。街が

綺麗なのに驚いたそうです。17 日の夜に、一緒に食事しました。

中国でも、変面を見たことがないということで紫音のママに頼

んで、変面ショーを見せてもらいました。今日が卒業式です。

その後、東京に行くそうです。伊藤忠の IT 部門で、社員 2000

名以上、新入社員 100 名だそうです。彼女の活躍を期待してい

ます。皆様には、1 年間、お世話になりありがとうございました。

■ 委員会報告
（親睦スマイル担当委員長　片岡貞志）

◆ 4 月 1 日（水）創立記念花見例会

について

■ 出席報告
（出席・プログラム担当委員長　渡邊俊一郎）

月日 会員数 出席者数 MU 修正出
席者数

出席率
（％）

03 月 11 日
38

（免 1）
37

29 5 33 91.89

03 月 25 日
38

（免 1）
37

27
（ZOOM1) 72.97

☆出席免除
03 月１１日　
03 月２５日島村徹男　

★欠席者　
03 月１１日　
4 名
平城大海　川﨑直樹　山本浩之

■スマイル
（親睦・スマイル担当委員　松田和成）

◎中武博子　5,000 円
先日は歓迎会ありがとうございました。これ
から頑張りますのでよろしくお願いします。

◎出先教明　5,000 円
今日の卓話を担当させていただきます。一生
懸命がんばりますのでよろしくお願いしま

す。

◎沼田敏雄　5,000 円
・咽頭がんで声帯を摘出し、生の声を失った
患者に対し、第 2 の発声法を練習している教
室会場が 4 月より熊大病院内にて再開するこ
とが決定し、コロナ以前と同じように戻れる
事になり、嬉しい限りです。
・2 月末には八代教室へ中学 3 年生の子供が声帯を摘出し発声練習を教えて
欲しいと母親が相談に来られました。若いだけに将来を考えます。

◎宮川義行　5,000 円
11 日の例会、龍野ロータリークラブ松浦さん
のご来訪でしたが、大変喜ばれていました。
姫路に戻ってからの例会、7 名で話し声も笑
い声も聞こえなかったと寂しそうでした。和
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気あいあいの東南ロータリーの例会が羨ましいと言われました。
中武さんの歓迎会、お疲れさんでした。例会見学に来た日、まさかここでお
会いするとは思いもよりませんでしたが、彼女を宜しくお願い致します。40
年前のお母さんにそっくりです。
20 日のお彼岸。玄宅寺で父の妹の法要に参列しました。長男で自衛隊の幕僚
長だった従兄弟夫婦と、義理のお父さんと 4 人でいつもお参りしてきました。
久し振りに、父と叔母と僕の人生を振り返ることができた 1 日でした。
夕べは、19 時半からアクトの例会で、前田新会長の来期の抱負と例会の進め
方などを話し合いました。阿蘇の小学校の先生を辞めて、4 月からピースポー
トで世界を回り、行き先先でボランティア活動を予定している宮下さんのオ
ンライン中継も楽しみです。5 月 3 日には、慈愛園の子供達といちご狩りも
予定しています。今後も奉仕活動を増やそうと思っています。

---------------------------------------------------------

■ ローターアクト委員会卓話
（青少年奉仕担当委員長　出先教明）
演　題：青少年奉仕　ローターアクトについて
卓話者：出先教明

1．目標
① 専門技術および指導能力を開発すること。

② 他人の権利を尊重する観念を養い、あらゆる有用な職業の道
徳的水準及び品位を保し推進すること。

③ 若い人々に地域社会を始め世界社会のニーズ及び懸念事項を
提起する機会を提供すること。

④ 提唱ロータリークラブと協力して活動にあたる機会を提供す
ること。

⑤ ロータリーにおける将来の会員として、若い人々の意欲を喚
起すること。

2．標語
「奉仕を通じての親睦」（Fellowship Through Service）

3．設立および規模
（1）設立
1968 年 3 月 13 日、アメリカ・ノースカロライナ州
のノースカロライナ大学チャペルヒル校にて設立さ
れた。
1 年後には、25 の国や地域において 200 を超えるロ
ーターアクトクラブが誕生している。
日本最初のローターアクトクラブは、1968 年に設立

された埼玉県の国際商科大学ローターアクトクラブ
（現 川越ローターアクトクラブ）である。

（2）規模
2025 年現在、世界 10,647 クラブ、209,125 人の会
員数を有する。

4．ローターアクト豆知識
①「ローターアクト」という表現は、「ロータリー」
と「アクション」を合わせたものです。
　ローターアクトの非公式標語は「奉仕を通じた親
睦」(Fellowship Through Service）です。
②世界ロータリーアクト週間は 1993 年 3 月から導
入されました。
③ 2016 年のロータリー規定審議会では、会員種類
における柔軟性をクラブに認める決定が下されまし
た。その一つとして、ロータリークラブとローター
アクトクラブに同時に所属できる二重会員の仕組み
も認められました。

5．熊本東南ローターアクトクラブ
① 歴史
・1990 年 6 月 13 日　発足（会員 25 名）
・1991 年 3 月 2 日　チャーターナイト開催
・1993 年 9 月 18 日～ 19 日　ローターアクト年次
大会 ホスト
・2000 年 6 月 11 日　創立 10 周年記念式典（藤崎
ホテル）
・2002 年 11 月 23 日　第 18 回ローターアクト年次
大会 ホスト

■点鐘　　　　　　　　　　　　（編集　松尾　浩）
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■中武会員　歓迎会　
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■自転車寄付活動について
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■会員増強につながったロータリー財団活動
 ～ある「いけてない」ロータリアンの物語
寄稿者：井上 誠（下妻ロータリークラブ）

「いけてない」ロータリアンの私

人口 4 万人の田舎町、茨城県下妻市。ここは人間の数よりも、飼育されている豚の数の方

が多い、のどかな場所です。 そんな町でパン屋を営む私は、正直に告白しますと、かつて

はごく平凡、いや、平凡以下の「いけてないロータリアン（An Uncool Rotarian）」でした。

クラブへの入会は、地元の付き合いで断りきれず、仕方なく。例会への出席も年間数回程度。

ロータリーの魅力など微塵も感じておらず、た

だ会費を払うだけの、名ばかりの会員でした。

世界がひとつになった瞬間

そんな「いけてない私」に、2021 年、劇的な

転機が訪れます。 2021-22 年度、日本の 34 地

区のガバナーたちが手を取り合い、世界中のロ

ータリークラブが一斉に海・川・湖を清掃する

というプロジェクトが立ち上がったのです。

「世界がひとつになる」「みんなで奉仕する」。 

そのコンセプトに、私は今まで感じたことのない興奮を覚えました。私たち下妻のクラブも、

地元の湖畔（砂沼）を清掃することになりました。驚いたのは、ロータリー会員ではない

地元の若者たちが、この活動に共感し、共に汗を流してくれたことです。

目の前の湖畔を掃除しているその瞬間、茨城県の 4 カ所の海岸（コロナで別日正式開催）で

も、そして世界中の水辺でも、同じ志を持った仲間が地球環境を守っている。その一体感は、

私を含め、参加した若者たちの心をわしづかみにしました。この「かけがえのない体験」が、

私のロータリーへの導火線に火をつけたのです。

いけてないロータリアンがクラブ会長に

その後、あろうことか、この「いけてないロータリアン」の私がクラブ会長を務めることに

なりました。 当時の我がクラブの状況は深刻でした。会員の高齢化、新入会員の不在。そ

して何より、同じ町にあるライオンズクラブの勢いに完全に押されていました。当時の会

員数は、我々が 32 名に対し、ライオンズは 45 名。地域での存在感も完全に負けていました。

さらに頼りにしていた大先輩 2 名が亡くなり、クラブは閉塞感に包まれていました。

「これまでのやり方では、もう無理だ」 そう悟った私は、あの清掃活動で得た「みんなで奉

仕する」という感動を継承するクラブを作ろうと決意しました。ターゲットは、既存の経

営者ではなく、共に汗を流してくれた若者たちです。

こうして、世界一斉清掃の舞台となった湖畔の名を冠した「下妻さぬま湖畔ロータリー衛星

クラブ」が誕生しました。 結果は驚くべきものでした。1 年間で、スポンサークラブと衛

星クラブを合わせ、会員数は 32 名から 62 名へと倍増。一気に会員数倍増という、奇跡の V

字回復を遂げたのです。 若者たちは、私が想像もしなかったスピードと発想で「ロータリ

ーの新しい魅力」を創り出し始めました。彼らが事業を大胆に展開してくれた結果、「いけ

てないロータリアン」だった私の会長年度は、地区で数多くの賞をいただく結果となりま

した。これらは若者たちの情熱と行動力の賜物であると同時に、今までのクラブ会員が多




